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１．目的 

根釧地域におけるスラリーの肥料効果からみた施用適期は５月中旬である。しかし、酪農現

場では牧草サイレ－ジの採食性が低下するとして春散布を避ける事例が多い。その原因として、

原料草へのスラリーの付着や牧草サイレ－ジ品質の低下が挙げられている。しかし、スラリー

散布における原料草への付着量と採食性については検討されていない。 

本成績では、スラリーの春散布がサイレージ原料草へのスラリー付着量、サイレージの品質

および乳牛の採食性に及ぼす影響を検討した。 

 

２．方法 

試験１．牧草サイレージの品質と乳牛の採食性からみた春のスラリー散布時期 

チモシー主体草地に、スラリーを５月中旬、５月下旬および６月上旬に散布した（５中区、

５下区、６上区：合わせてスラリー散布区）。対照区には化成肥料を５月中旬に散布した（化

成区）。施肥量は施肥標準に従って、供試草地の前年度のマメ科率（30％）から決定した（Ｎ

－Ｐ２Ｏ５－Ｋ２Ｏ：4.0－6.7－12.0kg/10a）。供試スラリーの成分分析を行い、スラリーの散

布量（4.55t/10a）を決定し、スラリー施用で不足する養分は化成肥料で補った。原料草は 6

月下旬に全区を同時に刈取り、1 日予乾後、細切して 500ｋｇ容のフレコンバッグに詰めて牧

草サイレージに調製した。牧草サイレージの品質判定は、全窒素に占めるＶＢＮの割合（ＶＢ

Ｎ/ＴＮ）とＶＦＡ含量を用いる V-SCORE によって行った。10 月に開封し、乾乳牛を供試して、

自由採食量（４×４ラテン方格法）および飼料選択性（カフェテリア方式）を測定した。 

 

試験２．スラリーの散布時期が異なる原料草のスラリー付着量 

クロム吸着オガクズをスラリーに混ぜ（原物比４％）、試験１と同時期にチモシー単播草地

に散布し、刈取った（処理区名は試験 1 と同じ）。スラリークロム含量および刈取牧草クロム

量から牧草のスラリー付着量を算出した。 

 

３．成果の概要 

試験１：５月中旬、５月下旬、６月上旬のスラリー散布は、牧草サイレージの品質や乳牛の自

由採食量に悪影響を及ぼさなかった（表４、５）。しかし、散布時期が遅くなると牧草サイレ

ージの発酵品質や乳牛の飼料選択性が低下する傾向が示唆された（表４、５）。また、５月下

旬および６月上旬の原料草の収量は５月中旬にスラリーまたは化成肥料を施用した区よりも

低い傾向にあった（表１）。 

試験２：散布時期が遅くなるほど、牧草のスラリー付着量は有意に多くなったが（表６）、牧

草のスラリー中の付着量（乾物比）は 0.006 から 0.109％であり、堆肥散布に比べて極めて少

なかった。 

以上のように、春のスラリー散布は乳牛の採食性に問題ない。なお、スラリーの散布時期は

既存の報告（５月中旬まで）を遵守する。 



表６．原料草のスラリー付着量
５中区 ５下区 ６上区

スラリー付着量（乾物比、％） 0.006a 0.018b 0.109c

abc:異符号間に有意差あり（P＜0.01）

表１．刈取時の草丈および草量
スラリー散布区

５中区 ５下区 ６上区
草丈（ｃｍ） 91 91 91 84

草量（乾物、ｋｇ/㎡） 0.53 0.51 0.47 0.45

化成区

表４．サイレージの化学的品質
スラリー散布区

５中区 ５下区 ６上区

ｐH 4.1 4.1 4.4 4.4
VBN/ＴＮ（％） 6.9 6.8 7.0 7.7

ＶＦＡ(原物中％) 0.2 0.3 0.4 0.4

ＶＦＡ組成（モル比、％）
酢酸 98.4 98.5 91.0 89.7

プロピオン酸 1.6 1.3 8.6 7.0

酪酸 0.0 0.2 0.4 3.3

V-SCORE１） 96.3 96.0 93.6 90.6
１）80点以上：良、60-80点：可、60点以下：不良

化成区

表５．自由採食量および飼料選択性
スラリー散布区

５中区 ５下区 ６上区
自由採食量（乾物、kg/日） 12.5 11.9 13.0 12.5

飼料選択性（ポイント） 2.1 1.6 1.4 0.9

化成区

表２．原料草の飼料成分 表３．サイレージの飼料成分
スラリー散布区 スラリー散布区

５中区 ５下区 ６上区 ５中区 ５下区 ６上区

乾物 27.3 27.8 27.6 31.1 乾物 27.3 26.8 28.1 30.5
有機物 89.5 90.0 88.4 89.4 有機物 89.3 88.9 88.6 89.6

粗タンパク質 17.5 16.2 16.6 16.8 粗タンパク質 18.4 16.6 17.5 17.0

ＮＤＦ 57.5 61.0 58.9 60.6 ＮＤＦ 53.5 56.9 57.2 58.3

ＮＦＣ１） 10.3 8.9 9.3 8.2 ＮＦＣ１） 13.1 11.2 9.7 10.5

粗脂肪 4.2 3.9 3.6 3.8 粗脂肪 4.4 4.2 4.2 3.9
（乾物は％、乾物以外は乾物中％） （乾物は％、乾物以外は乾物中％）
１）非繊維性炭水化物

化成区化成区

 

４．成果の活用面と留意点 

１）本成果は、施肥標準を遵守したスラリー散布量で検討されたものである。 

 

５．残された問題とその対応 

 

 

 


